
周
知
の
と
お
り
昨
年
十
一
月
に
撰
進
一
千
年
を
迎
え
た
わ
が
国
現
存
最
古
の
医
書
『
医
心
方
』
は
、
こ
れ
ま
で
本
学
会
の
杉
立
義
一
氏
や
私

共
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
書
誌
学
的
様
相
が
か
な
り
の
点
ま
で
判
明
し
て
き
た
。

現
存
す
る
『
医
心
方
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
昨
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
半
井
本
と
、
そ
し
て
す
で

に
早
く
か
ら
国
宝
指
定
を
受
け
て
い
る
京
都
仁
和
寺
所
蔵
の
残
欠
本
、
こ
の
二
系
統
で
あ
る
。
仁
和
寺
所
蔵
の
も
の
は
、
今
日
、
全
三
○
巻

中
、
わ
ず
か
に
五
巻
、
す
な
わ
ち
六
分
の
一
し
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
そ
の
僚
本
、
い
わ
ゆ
る
片
割
れ
の
一
部
が
（
財
）
前
田
育
徳
会
尊
経
閻
文

庫
に
現
伝
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
た
び
私
共
研
究
室
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
巻
に
満
た
な
い
零
本
で
は
あ
る
が
、
国

宝
の
僚
本
が
別
所
に
現
存
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
極
め
て
重
視
す
べ
き
新
事
実
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
下
、
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
の

（
ｊ
）

仁
和
寺
本
『
医
心
方
』
の
僚
本
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
一

尊
経
閣
文
庫
に
は
鎌
倉
時
代
以
前
の
旧
紗
に
か
か
る
古
医
書
が
い
く
種
類
も
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
に
「
延
寿
要
集
」
と
称
さ
れ
る
粘
葉
装
の

新
出
の
『
医
心
方
』
古
写
零
本
巻
二
十
七

ｌ
現
存
し
た
国
宝
仁
和
寺
本
の
僚
本
Ｉ

齪
轤
鴬
罐
寿
一
鼈
禮
昭
和
一
ハ
十
年
三
月
二
十
日
受
付

小
曽
戸
洋
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古
抄
本
二
冊
が
あ
る
。
二
冊
と
も
に
巻
首
・
巻
尾
が
欠
損
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
書
名
は
そ
の
本
自
体
の
ど
こ
に
も
残
っ
て
い
な
い
。
「
延

寿
要
集
」
と
い
う
書
名
は
、
こ
の
二
冊
の
本
の
包
紙
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
も
と
よ
り
原
書
名
で
は
な
く
、
前
田
家
に
入
っ
て
か
ら
分
類

整
理
の
都
合
上
、
仮
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
便
宜
上
、
こ
の
二
冊
の
う
ち
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
を
存
す
る
も
の
を
「
延
寿
要
集
」

Ａ
本
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
「
延
寿
要
集
」
Ｂ
本
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
延
寿
要
集
」
Ａ
本
は
、
全
部
で
四
○
葉
と
残
紙
半
行
分
が
現
存
し
て
い
る
。
原
本
は
か
な
り
損
傷
が
激
し
く
、
修
理
す
る
に
中
打
を
も
っ

て
し
て
あ
る
。
字
体
も
紙
質
も
か
な
り
古
い
も
の
で
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
葉
に
わ
た
っ
て
付
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
ふ
て
も
、
少
な
く
と
も
鎌

倉
時
代
以
前
の
旧
抄
に
か
か
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

巻
首
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
最
初
の
篇
題
も
欠
け
て
い
る
が
、
耆
中
に
「
谷
神
第
二
」
「
養
形
第
三
」
「
用
気
第
四
」
「
導
引
第
五
」
と
い

う
篇
題
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
『
医
心
方
』
巻
二
十
七
の
養
生
部
の
諸
篇
題
と
符
合
す
る
。
そ
こ
で
半
井
本
「
医
心
方
』
と
こ
れ
を

（
２
）

照
合
し
た
と
こ
ろ
、
内
容
の
文
章
も
こ
と
ご
と
く
相
類
す
る
こ
と
が
判
っ
た
。

図
１
右
に
開
巻
首
の
写
真
を
示
し
た
が
、
こ
れ
を
半
井
本
と
比
較
す
れ
ば
、
巻
首
が
何
葉
分
欠
損
し
て
い
る
か
考
定
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
半
井
本
は
巻
子
本
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
尊
経
閣
文
庫
本
は
粘
葉
装
で
あ
る
か
ら
、
入
る
べ
き
行
数
は
お
の
ず
か
ら
決
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し
て
復
元
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
巻
首
一
葉
が
欠
脱
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
た
。
正
確
に
い
え
ば
、
第
一
葉
の
裏
の
最
終
行
の
後
半
が

残
存
し
て
お
り
、
こ
の
表
側
の
上
半
部
分
に
は
「
医
心
方
巻
廿
七
」
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た
は
ず
で
、
下
半
の
「
金
丹
未
能
延
寿
故
老
子
日
」

の
表
に
文
字
が
書
か
れ
た
痕
跡
が
な
い
の
は
頷
け
る
。

以
上
に
よ
っ
て
「
延
寿
要
集
」
Ａ
本
が
『
医
心
方
』
巻
二
十
七
の
残
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
で
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
い
っ
た
い
何

以
上
に
よ
っ
て

物
で
あ
ろ
う
か
。
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図1「延寿要集」A本（｢医心方」巻二十七の巻首（右）と巻尾（左）

一
一
一

ヲ
コ
ト
朱
点
を
も
つ
鎌
倉
時
代
粘
葉
装
の
『
医
心
方
』
と
い
え
ば
、

当
然
想
起
さ
れ
る
の
が
仁
和
寺
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
仁
和
寺
本
の
伝
承

（
３
）
（
４
）

に
つ
い
て
詳
細
を
述
べ
る
の
は
控
え
る
が
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）

多
紀
元
徳
が
幕
命
を
も
っ
て
仁
和
寺
本
を
江
戸
に
郵
致
し
、
転
写
し
た

際
に
は
全
三
○
巻
中
、
一
六
巻
に
わ
た
る
部
分
が
存
在
し
て
い
た
。
し

か
し
今
日
仁
和
寺
に
は
五
巻
分
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
多
紀
家
は
臨

模
本
を
二
部
作
製
し
、
幕
府
紅
葉
山
文
庫
へ
の
献
納
本
と
自
家
蔵
本
に

充
て
た
が
、
そ
の
う
ち
前
者
が
今
日
伝
わ
る
内
閣
文
庫
本
で
あ
る
。
こ

れ
ら
仁
和
寺
現
存
本
な
ら
び
に
内
閣
文
庫
影
写
本
と
、
こ
の
尊
経
閣
文

庫
本
と
を
比
較
す
る
と
、
果
た
し
て
そ
の
体
式
は
実
に
よ
く
符
合
す
る

（
５
）

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
毎
半
葉
の
行
数
七
行
、
一
行
の
字
詰
、
そ
し
て

ヲ
コ
ト
点
の
遣
い
方
、
朶
な
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
紙
質
と
い
い
、
虫

（
６
）

損
の
様
相
と
い
い
、
仁
和
寺
本
と
酷
似
す
る
。
あ
る
い
は
界
高
、
界
隔

も
ま
た
同
寸
で
あ
る
。
も
は
や
ど
の
点
か
ら
見
て
も
、
「
延
寿
要
集
」

Ａ
本
が
仁
和
寺
本
『
医
心
方
』
の
僚
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

さ
て
、
多
紀
元
徳
が
臨
模
せ
し
め
た
内
閣
文
庫
本
に
は
巻
二
十
七
に
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相
当
す
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
同
巻
の
後
半
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
元
徳
が
仁
和
寺
の
こ
の
残
簡
を
見
た
時
点
で
は
む
ろ
ん
半
井
の

完
本
は
世
に
出
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
元
徳
ら
は
、
こ
の
部
分
が
『
医
心
方
』
の
第
何
巻
に
所
属
す
る
残
簡
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
巻
数
未
詳
と
し
て
扱
う
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
れ
は
巻
二
十
七
の
後
半
で
あ
る
。

尊
経
閣
文
庫
の
古
抄
本
は
巻
二
十
七
の
前
半
、
そ
し
て
内
閣
文
庫
の
臨
模
本
は
同
巻
の
後
半
、
詳
し
く
い
え
ば
、
前
者
は
巻
二
十
七
の
導
引

第
五
の
半
ば
ま
で
、
後
者
は
行
止
第
六
の
直
前
、
す
な
わ
ち
導
引
第
五
の
終
り
三
行
分
以
下
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
字
数
を
半

井
本
に
よ
っ
て
算
出
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
二
葉
分
が
尊
経
閣
文
庫
本
と
、
内
閣
文
庫
本
と
の
間
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
第
一
に
、
内
閣
文
庫
本
つ
ま
り
多
紀
氏
臨
模
本
に
は
巻
二
十
七
の
前
半
は
写
し
と
ら
れ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
。
第
二
に
、
多
紀
氏
臨
模
本
の
原
本
で
あ
る
巻
二
十
七
の
後
半
は
現
在
仁
和
寺
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
伝
承
経
緯
略
図
を
図
２
に
示
し
た
が
、
要
す
る
に
、
寛
政
三
年
、
多
紀
氏
の
見
た
時
点
で
は
仁
和
寺
本
巻
二
十
七
の
前
半
は
す
で
に
仁
和

（
７
）

寺
よ
り
流
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
尊
経
閣
文
庫
本
は
少
な
く
と
も
前
田
綱
紀
没
前
に
前
田
家
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
享
保

九
年
（
一
七
二
四
）
以
前
に
巻
二
十
七
の
前
半
と
後
半
は
割
裂
し
て
、
一
方
は
前
田
家
に
流
出
、
一
方
は
仁
和
寺
に
残
存
。
仁
和
寺
に
残
っ
て

い
た
後
半
は
少
な
く
と
も
寛
政
三
年
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
供
し
て
し
ま
い
、
現
在
仁
和
寺
に
は
わ
ず
か
に
五
巻
分
し
か
伝
わ
ら
な
か

在
し
な
い
資
料
と
い
う
点
で
、
大
き
《

に
一
巻
を
追
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
貴
重
書
中
に
は
「
仁
和
寺
心
蓮
院
」
の
旧
蔵
印
を
有
す
る
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。
た
と
え
ば
国
の
重
要
文
化
財
指
定

（
８
）

の
『
山
密
往
来
・
吾
妻
鏡
』
、
『
仁
和
寺
心
蓮
院
文
書
』
を
は
じ
め
、
医
学
関
係
資
料
で
は
丹
波
家
の
記
録
『
丹
家
記
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

（
９
）

は
仁
和
寺
の
旧
蔵
本
が
か
な
り
の
程
度
ま
と
ま
っ
て
尊
経
閻
文
庫
に
流
入
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
物
的
証
拠
で
あ
り
、
尊
経
閣
文
庫
本
「
延
寿

っ
た
、
と
い
う
経
緯
な
の
で
あ
る
。

今
回
確
認
さ
れ
た
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
の
旧
仁
和
寺
本
は
、
内
閣
文
庫
本
に
も
写
し
と
ら
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
そ
の
複
写
す
ら
ど
こ
に
も
存

し
な
い
資
料
と
い
う
点
で
、
大
き
な
価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
仁
和
寺
本
は
従
来
五
巻
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
さ
ら

523 （61）
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文庫
仁和寺 内閣文月i

図2仁和寺本「医心方』の伝承経緯

要
集
」
Ａ
本
が
仁
和
寺
か
ら
出
た
『
医

心
方
』
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
傍
証

の
一
つ
と
な
ろ
う
。

尊
経
閣
文
庫
は
江
戸
時
代
は
も
と
よ

り
、
明
治
・
大
正
を
通
じ
て
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
一
般
の
学
者

に
開
か
れ
た
の
は
、
昭
和
初
年
に
財
団

法
人
化
さ
れ
本
郷
か
ら
現
在
地
駒
場
に

移
転
し
て
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
。
江

戸
幕
府
の
威
勢
を
か
つ
た
多
紀
医
学
館

で
す
ら
、
前
田
尊
経
閣
の
秘
籍
の
数
々

を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

も
し
多
紀
医
学
館
の
人
々
の
目
に
触
れ

て
い
た
な
ら
、
当
然
こ
の
こ
と
は
気
付

か
れ
、
『
医
心
方
』
校
刻
の
資
料
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
医

学
館
の
人
々
が
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た

古
医
学
資
料
が
他
に
も
尊
経
閣
文
庫
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

（62） 524
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な
お
つ
い
で
な
が
ら
「
延
聿

あ
る
。
篇
題
は
次
の
と
お
り
。

（
巻
首
篇
名
欠
）
圭
一

養
形
第
三
産

眼
目
第
五
語

歯
牙
第
七
ｍ

沐
浴
第
九
芦

愛
気
第
十
一
一
一
一

居
処
第
十
三
叩

厨
膳
第
十
五
（

日
食
禁
第
十
七
罐

損
害
食
第
十
九
今

（
篇
名
欠
）
拓

菓
禁
第
二
十
三
（
￥

禽
獣
禁
第
二
十
五
（

す
な
わ
ち
『
医
心
方
』
巻
一
工

で
は
な
く
、
現
存
す
る
資
料
（

示
第
二
十
五
（
以
下
未
詳
）

『
医
心
方
』
巻
二
十
七
・
巻
二
十
九
に
よ
く
似
た
内
容
を
も
つ
極
め
て
古
い
時
代
の
医
書
で
あ
る
。
し
か
し
明
ら
か
に
『
医
心
方
』

現
存
す
る
資
料
の
う
ち
で
は
、
丹
波
行
長
の
『
衛
生
秘
要
抄
』
に
最
も
類
似
す
る
。
た
だ
『
太
素
』
『
小
品
方
』
ほ
か
の
『
医
心

四「
延
寿
要
集
」
Ｂ
本
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
言
も
ま
た
首
尾
が
欠
損
し
て
お
り
、
原
書
名
は
未
詳
で

補
益
第
十
八

合
食
禁
第
二
十

酒
禁
第
二
十
二

（
篇
名
欠
）

頭
髪
第
六

爪
甲
第
八

導
引
第
十

言
語
第
十
二

服
用
第
十
四

吉
神
第
二

臥
起
第
四

（
篇
名
欠
）
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（
皿
）

方
』
や
『
衛
生
秘
要
抄
』
に
含
ま
れ
な
い
快
文
も
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
本
書
の
書
名
は
今
の
と
こ
ろ
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
お

（
ｕ
）
り
、
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
が
、
と
も
か
く
「
延
寿
要
集
」
Ｂ
本
も
ま
た
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

五

仁
和
寺
の
国
宝
『
黄
帝
内
経
太
素
』
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
の
奥
書
が
示
す
よ
う
に
、
仁
和
寺
は
丹
波
家
と
ゆ
か
り
の
あ
る
寺
院
で
あ
る
。
丹

波
家
旧
蔵
の
古
医
書
は
何
ら
か
の
理
由
で
仁
和
寺
に
入
り
、
そ
の
い
く
つ
か
は
後
に
前
田
尊
経
閣
に
流
出
し
た
。
こ
こ
で
報
告
し
た
『
医
心

方
』
の
零
本
を
は
じ
め
、
現
在
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
黄
帝
内
経
太
素
』
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
『
座
右
抄
』
『
吉
日
抄
』
『
衛

生
秘
要
抄
』
『
丹
家
記
』
や
書
名
未
詳
の
医
書
の
断
簡
な
ど
は
、
象
な
そ
う
い
っ
た
経
緯
で
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
う
ち
に
は
『
小
品
方
』
の
古
巻
子
本
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
世
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
天
壌
間
無
二
の
国
宝
級
の
資
料
が
あ
る
。

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
本
稿
は
昭
和
六
十
年
一
月
の
日
本
医
史
学
会
例
会
に
お
け
る
講
演
発
表
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
文
献
の
教
示
を
仰
い
だ
前
田
育
徳
会
尊

経
閣
文
庫
の
太
田
晶
二
郎
先
生
、
な
ら
び
に
東
北
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
の
石
田
秀
実
先
生
、
富
山
大
学
助
教
授
の
磯
部
彰
先
生
に
、
こ
こ

に
紙
面
を
借
り
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
２
）
む
ろ
ん
半
井
本
と
仁
和
寺
本
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
違
い
か
ら
、
細
部
に
お
い
て
は
字
句
の
異
同
が
あ
る
。
そ
こ
に
異
本
の
も
つ
意
義
が
あ
る
こ
と
は

へへ／へ／へ

6543
ｰｰレー

（
７
）
尊
経
閣
文
庫
の
来
歴
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
①
太
田
晶
二
郎
、
「
前
田
育
徳
会
・
尊
経
閣
文
庫
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
一
ノ
ー

小
曽
戸
洋
「
漢
方
古
典
文
献
概
説
（
九
）
医
心
方
」
、
『
現
代
東
洋
医
学
」
、
第
五
巻
四
号
（
一
九
八
四
）
。

矢
数
道
明
・
小
曽
戸
洋
「
江
戸
医
学
に
お
け
る
『
医
心
方
』
の
影
写
と
校
刻
事
業
」
、
『
漢
方
の
臨
床
』
、
第
三
二
巻
二
号
（
一
九
八
五
）
。

不
同
で
は
あ
る
が
、
平
均
一
七
字
程
度
。

尊
経
閣
文
庫
本
と
仁
和
寺
本
の
原
書
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
後
者
に
つ
い
て
は
か
つ
て
筆
者
が
仁
和
寺
に
お
い
て
こ
れ
を

検
し
た
と
き
の
記
憶
に
よ
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
。
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目
彦
①
《
自
切
冨
昌
５
〕
）
尉
号
⑦
。
丘
①
牌
①
ｘ
国
貝
日
①
島
８
旨
ミ
○
鼻
旨
・
言
も
回
国
．
扉
乏
農
乏
冒
耳
①
冒
す
昌
昌
凹
臼
曼
○
凰
弓
固
旨
ご
騨
旨
罵
鰐

弓
彦
①
村
①
①
曽
胃
巳
皀
貝
号
①
厨
島
戸
自
、
、
穴
旨
○
弓
目
８
。
四
ざ
３
。
医
島
芝
匡
ｏ
ぽ
８
冒
一
尉
曾
胃
①
・
ず
囚
烏
臥
号
閏
８
号
①
《
応
ｚ
四
声
胃
巴
〕
〕

○
○
Ｑ
①
×
９
８
号
①
《
《
ｚ
冒
冒
旦
帝
○
○
』
①
ｘ
・
閃
○
号
島
号
①
ｍ
①
彦
四
ぐ
①
ケ
の
①
昌
邑
①
堕
蒟
昼
昌
＆
閉
旨
胃
甘
昌
巴
ｑ
８
堅
貝
①
い
、
毎
ｍ
守
門

昏
①
冨
茸
閏
〉
○
口
ご
画
く
○
盲
目
①
、
島
号
①
○
門
侭
甘
匙
ｇ
医
画
く
①
胃
①
巨
官
①
、
①
門
ぐ
＆
甘
号
①
ｚ
冒
冒
豊
砕
５
日
己
①
冒
尉
冒
さ
》
号
①

（
８
）

（
９
）

（
、
）

（
ｕ
）
〔
補
注
〕
後
日
、
金
沢
文
庫
に
現
蔵
さ
れ
る
医
書
の
断
簡
（
目
録
部
分
）
と
こ
の
「
延
寿
要
集
」
Ｂ
本
の
篇
題
が
き
わ
め
て
酷
似
す
る
こ
と
に
気
付

い
た
（
関
靖
『
金
沢
文
庫
の
研
究
」
、
芸
林
社
、
一
九
七
六
、
三
一
三
’
三
一
二
頁
）
。
そ
の
図
版
は
、
石
原
明
「
梶
原
性
全
の
生
涯
と
そ
の
著
書

（
二
）
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
、
第
六
巻
四
号
、
一
九
五
六
）
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
関
・
石
原
両
氏
と
も
こ
れ
を
『
頓
医
抄
』
の
目
録
と
断
定
し

て
い
る
が
、
そ
の
異
同
か
ら
ぷ
て
筆
者
は
両
氏
の
見
解
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。
「
延
寿
要
集
」
Ｂ
本
と
こ
の
金
沢
文
庫
の
断
簡
は
お
そ
ら
く
密
接
な

関
係
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
断
簡
に
よ
っ
て
、
「
延
寿
要
集
」
Ｂ
本
の
欠
落
し
た
篇
名
は
次
の
ご
と
く
ほ
ぼ
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
躰

第
一
、
月
養
第
十
六
、
飲
禁
第
二
十
一
、
薬
禁
第
二
十
四
（
？
）
、
魚
虫
禁
第
二
十
六
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

（
一
九
七
四
初
版
・
一
九
七
六
修
補
）
。
②
太
田
晶
二
郎
、
「
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
あ
れ
こ
れ
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
三
（
一
九
七

七
）
。
③
太
田
晶
二
郎
、
「
尊
経
閣
文
庫
問
答
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
一
○
（
一
九
八
○
）
。

太
田
晶
二
郎
、
「
巻
子
本
吾
妻
鏡
解
題
」
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
小
刊
一
二
（
一
九
八
二
）
。

前
田
利
常
の
時
代
、
仁
和
寺
所
蔵
の
貴
重
書
を
精
力
的
に
借
覧
し
紗
写
し
た
と
い
う
。
藤
岡
作
太
郎
、
『
松
雲
公
小
伝
』
（
一
九
○
九
）

た
と
え
ば
、
養
形
第
三
に
は
『
太
素
』
巻
一
か
ら
の
引
用
と
承
ら
れ
る
快
文
が
、
ま
た
厨
膳
第
十
五
に
は
『
小
品
方
』
巻
十
一
か
ら
の
引
用
と
翠
ら

れ
る
快
文
が
あ
る
。

シ
ｚ
①
言
々
甸
○
昌
己
○
画
冨
四
ご
巨
閂
国
冒
ｇ
津
吊
《
（
扇
国
目
ｚ
国
Ｑ
》

す
ぐ
国
辱
ｇ
亘
展
○
⑫
○
月
○

（65）527



other25volumeshavingbeenlost.Theauthorrecentlydiscoveredoneofthese25volumesinthe
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